
国立健康危機管理研究機構 国立国際医療研究所肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和8年度第1回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会/連絡協議会向け研修会

肝炎情報センター 肝疾患研修室医長 是永匡紹 2026 0724

研修会事務局からのお知らせ（15～20分)
①新事業担当者紹介
②本日の予定(政策研究班)とアンケートのお願い（出席確認）
③今後の肝炎情報センター主催会議予定
④拠点病院間連絡協議会・研修会参加状況・担当者名簿
⑤事業/事務担当者へ改めてのお願い
相談支援システム管理/活用
補助金・戦略的強化事業費について
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①新規事業担当者医師(最年長)紹介/ご挨拶（会場参加8施設より）

山形大学医学部附属病院 内科学第二講座  准教授        芳賀  弘明 先生（前任 上野先生）

群馬大学医学部附属病院 肝疾患センター 副センター長   山﨑 勇一 先生（前任 戸島先生）

福井県済生会病院 内科部長・肝疾患センター長  真田     拓  先生（前任 平松先生）

京都府立医科大学附属病院 消化器内科 学内講師  瀬古   裕也  先生（前任 山口先生）

大阪公立大学医学部附属病院 肝胆膵内科 部長   打田 佐和子 先生（前任 榎本先生）

岡山大学病院 消化器内科 特任教授 川中   美和  先生（前任   高木先生）

徳島大学病院  消化器内科 准教授 宮本 弘志 先生（前任 高山先生）

宮崎大学医学部附属病院 消化器内科 講師  蓮池     悟 先生（前任 永田先生）

＊10施設では肝疾患センター長or事業担当者最年長が肝臓専門医取得なし



②a-1 本日の予定→15分間の休憩X意見交換会後 肝炎等克服政策研究事業

→肝がん・重度肝硬変の医
療水準と患者のＱＯＬ向上
等に資する研究(建石班)
＊助成促進・肝がん/
肝硬変の実態調査

肝炎室４名
鹿児島大2名 
建石先生椅子へ
情報センター長
田中純子先生
建石先生椅子へ

＊荷物を置いて、
Bルームへ

11椅子の横も可能
2列目は前かがみ

ドリンクバー
（意見交換会)・
集合写真会場

→肝疾患患者の受検・受診
向上に関わる研究(是永班)

＊健診・肝炎ウイルス陽
性者の受診促進



②a-2 情報C研修会バッチ⇒肝Co養成後のバッチは均てん化(33→38道府県府県?)
ドリンクルームで展示中：福島・栃木・長野・山梨・東京・富山・岐阜・三重・香川・長崎等以外で作成

2017年度作成(政策研究費)

2018年度作成

2018年度作成⇒東京都に配布

メルカリで出品される県も



2a. 政策研究とは？
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②b本日の予定→15分間の休憩後  政策研究班とは？
14時30分から 終了15時30分迄

2012～2015～

2014年度までは全研究班が
集まって合同班会議

（研究班がガイドライン作成）

都市センターホテル

KKRホテル(2007～2014)

班研究者は成果発表会(感染研)
で聴衆可能→政策研究班成果は

報告書以外共有困難
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研究

類型 

開始

年度

終了

年度
研究者名 所属研究機関 採択課題名

指定 R5 R7 小池 和彦 東京大学医学部附属病院 肝がん・重度肝硬変の医療水準と患者のQOL向上等に資する研究

一般 R5 R7 是永 匡紹
国立国際医療研究所

肝炎・免疫研究センター 肝炎ウイルス検査受検率の向上及び受診へ円滑につなげる方策の確立に資する研究

指定 R5 R7 考藤 達哉
国立国際医療研究所

肝炎・免疫研究センター 指標等を活用した地域の実情に応じた肝炎対策均てん化の促進に資する研究

指定 R5 R7 野田 博之 国立健康危機管理研究機構 肝炎等克服政策研究事業の企画及び評価に関する研究

指定 R5 R7 江口有一郎
医療法人ロコメディカル

ロコメディカル総合研究所

多様な病態に対応可能な肝疾患のトータルケアに資する人材育成及び

その活動の質の向上等に関する研究

指定 R5 R7 八橋 弘 国立病院機構長崎医療センター 様々な生活の場における肝炎ウイルス感染者の人権への望ましい配慮に関する研究

一般 R6 R8 島上 哲朗 金沢大学医薬保健学総合研究科 ネットワーク社会における地域の特性に応じた肝疾患診療連携体制構築に資する研究

指定 R6 R8 四柳 宏 東京大学医科学研究所 様々な状況での肝炎ウイルス感染予防・重症化・再活性化予防の方策に資する研究

一般 R7 R9 田中 純子
広島大学医療政策室／

大学院医系科学研究科

ウイルス性肝炎eliminationに向けた全国規模の実態把握及び

将来推計のための疫学研究

＊令和5(2023)年度～ ＊令和8(2026)年度からrenewal

令和6(2024)年度～

令和7(2025)年度～

厚生労働科学研究 肝炎等克服政策研究事業の９課題→社会医学・公衆衛生学
疫学調査や医療体制確保・検査実施体制/検査能力向上・肝炎予防・人材育成・人権尊重等の施策立案

肝がん助成推進

肝炎医療均てん化推進状況

肝炎医療コーディネーター支援

肝炎患者における差別偏見解消・人権尊重

ICT/遠隔医療によ

る肝炎医療均てん化

最新の感染状況・重症化予防の推進

疫学調査・肝炎ウイルス撲滅推進に向けた施策

国立健康危機管理研究機構 国立国際医療研究所 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催 令和7年度 第2回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会

肝炎対策推進室 B型肝炎訴訟対策室からの報告 発表し資料より https://www.kanen.jihs.go.jp/archive/conference/council/01kourouR702-1.pdf
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R8年度からはRenewalされた5課題：公衆衛生＝医療機関従事者は知っておいて欲しい
来年度成果発表予定(江口/八橋班)とブロック会議成果報告(考藤/田中班)

R9研修会
発表予定？

ブロック会議(毎年)

ブロック会議(毎年)

国立健康危機管理研究機構 国立国際医療研究所 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催 令和8年度 第1回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会

肝炎対策推進室 B型肝炎訴訟対策室からの報告 発表し資料より https://www.kanen.jihs.go.jp/archive/conference/council/01kourou_R80724.pdf
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2b. アンケート回答（出席確定）のお願い
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②b-1 アンケート(8題+自由記載)回答のお願い
出席確認を兼ねていますので必ず返信をお願いします

①下記のURLまたはQRコードを
利用してスマートフォンからでも可能

PWの聞き逃しに注意を現地参加者もお忘れなく！

②Web参加者はzoom退出後
下記メッセージが表示
→続行ボタンから回答を

PW：英数字8文字

③top画面とPW入力

R5年度第1回から変更しています：
PWはこれまで数字4文字でしたが、
会議中にPW入力する事象 数件有

（未視聴内容を回答）
↓

会議後に回答を
英大文字・数字のコンビを４か所表示

④PWが正解なら個人情報画面
→質問に回答

https://www15.webcas.net/form/pu
b/ncgm_sys/kanen_202607



 ②b-2  9問選択式、発表者への質問は匿名です
＋最終画面(右上)⇒回答登録確認mail(右下）を確認ください

↓ アンケート最終画面(確認要2)

↓登録後にThanks mailが届きます(確認要3)

迷惑mail boxに分類？・mail アドレス
の間違いは?（キャッシュ残存）
再回答する前に上記を確認 ＋
アンケート回収事務局に連絡を

参考になった・少し参考になった・どちらともいえない
・参考にならなかった

↓

R5年度からシンプルに2択へ

↑ 講演者に質問がある場合、参考にならなかったと
回答した場合は自由にご追記ください

（匿名で講演者に共有します）

←アンケート回収事務局アドレス 情報センターと異なります

kanen@japan9.com
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3a. 今後の情報センター主催会議予定



⚫ 令和8年度 第２回肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会・協議会参加者向け研修会

⇒ 2027年１月22日(金) （東京コンファレンスセンター品川5階 大ホールA） Hybrid 

開催 (再視聴希望⇒オンデマンド配信 登録後欠席者→DVD）

研修会：アンケート希望からテーマ1題(B型肝炎？：発表者未定＋令和8年度ブロック会議共有）

⚫ 令和9年度 第１回肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会・協議会参加者向け研修会

⇒ 2027年7月16日(金) （東京コンファレンスセンター品川5階 大ホールA ）

Hybrid 開催 (再視聴希望⇒オンデマンド配信 登録後欠席者→DVD）

研修会： 政策研究班成果報告(肝Co育成/活用＋差別偏見解消/人権保護 予定）

⚫ 令和8年度肝疾患診療連携拠点内肝炎医療コーディネータースキルアップ研修会（AP新橋30名限定）

⇒ 2026年8月29日(土) PM テーマ：アルコール依存とは？

⚫ 令和8年度肝疾患相談・支援センター関係者向け研修会（AP八重洲東京 全施設参加希望）

⇒ 2027年2月27日(土) PM テーマ：未定

③a-1 今後の肝炎情報センター主催会議予定
↓情報センター強化事業費で旅費使用可能→会場参加の検討・参加者の選定と施設内共有

7/2～分子標的(小樽)
7/22～肝がん研(福岡)
7/26～肝臓週間
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③a-2 今後の肝炎情報センター主催会議予定
昨年度の肝疾患相談・支援センター向け研修会(4～4.5時間)

～好事例から学ぼう！院内肝Co間連携向上と肝臓病教室/市民公開講座（啓発イベント）の集客増加～
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R7年度 肝疾患相談・支援センター関係者向研修会→90%以上が肝Co取得済
拠点病院内肝Co情報共有会→身近な活動を均てん化→全施設参加を目指したい

→徳島大・久留米大

和歌山大も医療圏別肝Coと連携会

久留米大:院内肝Co31名交流会 広島大：院外肝Co29名交流会 大阪公大: H6-2(191名)R7-1(173名)

→東北大 10名 →千葉大  31名

鳥取大開催済・鹿児島/信州大も予定

H7-2(239名)
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③a-3 今後の肝炎情報センター主催会議予定
昨年度の肝疾患相談・支援センター向け研修会 動画と振り返り

〇拠点病院内肝Co情報共有会：
・Co同士の連携方法や講座開催に際して参加者増加を狙った
広報の方法などを具体的に知る機会となりました。

〇広めて欲しい取り組みを聞いた後の成果：

・久留米大を訪問し、院内肝Coの集まりなど取り組みをヒアリング
・院内の肝炎コーディネーター交流会を開催
・申込者に対して、参加証の発行とともに限定ノベルティの抽選券
として、参加者増加を見込んだ企画を検討
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③a-3 今後の肝炎情報センター主催会議予定
昨年度の肝疾患相談・支援センター向け研修会→院内肝Co把握・連携を

拠点病院：
それ以外
は1:1

拠点病院
総肝Co養成数
：約3.6万人？
⇒全国養成者：

約４万人

協議会事前アンケート： 院内肝Coについて

把握していないと回答：15施設（+3施設で回答乖離）

札幌・岩手・武蔵野・聖マリ・山梨・新潟・順天
三重・京府・大津・近畿・兵庫・神戸・香川・福山
                                   （+虎の門・名古屋・広島）

https://www.kanen.jihs.go.jp/facility/state_of_the_present/state_of_the_present_from_h21_to_r6_v2.pdf

・肝Co名簿管理*：拠点と共有25>自治体22
・肝Co養成研修会*

：共催20>拠点17>自治体>10
: 研修時間 3時間(1.5-6.0時間)

・継続的な技術向上
:更新制度有 R3/26 ⇒ R6/32
:スキルアップ研修有 R3/36 ⇒ R6/43 

＊都道府県
回答(R5)

健発0425第４号平成29年４月25日厚生労働省健康局長通知 令和５年２月２日一部改正 別紙6(2) 各都道府県県又は委託を受けた拠点病院等は、肝Coの継続的な技術向上を図るように努める
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③a-4 今後の肝炎情報センター主催会議予定
昨年度～拠点病院内肝Coスキルアップ研修会(3.5時間)⇒30名前後

～行動経済学を活用した効果的な患者支援～

2023～
会場開催

会場参加数
・参加施設↓

＋
肝Co取得者
・Repeater

増加
⇒活動支援！

生命予後に関わるからdiet/禁酒では・・

７月27日(月)締切
23施設28名申込
希望者は早めに

https://forms.gle/iroERE
1nD5ZdwVny5
(6/12配信済)

依存と依存症(身体依存
と精神依存)の違いは?
依存症外来で行っている
治療は(Bitとは？）
依存症と診断され節酒・
減酒がありえるか？

Question
どうやって依存症外来
へ紹介させる？
依存症外来の好事例？
禁酒を促す有効な方法？

https://forms.gle/iroERE1nD5ZdwVny5
https://forms.gle/iroERE1nD5ZdwVny5
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3b. 今後の情報センター/肝炎対策推進室
共催会議予定
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 世話人施設に改めて感謝します！ hybrid開催継続→できるだけ会場参加を
③b-1 R８年度肝炎対策地域ブロック戦略合同会議日程

➢ 北海道・東北： 9月29日 火曜日（札幌市） 北海道大 大原先生
◎札幌国際ビル貸会議室 8階国際ホール (札幌駅北口徒歩１分) 13時30分～

➢   関東信越：10月27日 火曜日（さいたま市[大宮]）埼玉医大 内田先生
◎ソニックシティ大宮 ４階国際会議室（大宮駅西口徒歩3分) 13時30分～

➢  東海北陸：10月8日 木曜日（名古屋市） 名古屋大 本多先生

  ◎ 中日ホール  ６階Board room （京都駅地下鉄東山線5分+13番出口)  13時～

➢   近畿：10月20日 火曜日（京都市） 京都大   高井先生
  ◎京都府立京都学・歴彩館1階小ホール(京都駅地下鉄15分+北山駅徒歩4分) 13時～+意見交換会有

➢   中国四国：10月16日 金曜日（ 米子市* ） 鳥取大 永原先生
◎国際ファミリープラザ (米子駅から徒歩10分） 13時～

➢  九州：10月2日 金曜日（那覇市） 琉球大 前城先生
◎沖縄県市町村自治会館2階大ホール(空港モノレール10分旭橋駅+徒歩5分) 13時～

*保健所設置市外



令和８年度肝炎対策地域ブロック戦略合同会議議事（案） 

会議時間：各会場３時間 30 分 

１．開 会 

 

２．議 事 

（１）厚生労働省肝炎対策推進室からの説明   30 分 

肝炎対策の現状と今後について 

 

（２）政策研究の進捗報告      20 分 

「肝炎対策の均てん化の促進に資する、指標等を用いた地域の肝炎対策の取組状

況の分析と対応に関する研究」の進捗報告 

肝炎情報センター センター長 考藤 達哉 

 

休憩   10～15 分 

 

（３）肝炎情報センターからの発表    45 分 

➢ 肝疾患診療連携拠点病院の現状調査 

肝炎情報センター センター長 考藤 達哉 

➢ 肝炎・肝がんの疫学２０２６地域ブロック 
広島大学 理事・副学長、特任教授 

肝炎・免疫研究センター長補佐 田中 純子 

➢ 事務局からのお知らせ 

肝炎情報センター 室長    是永 匡紹 

➢ 質疑応答 

 

休憩   10～15 分 

 

（４）拠点病院からの事例発表     15 分（質疑込み） 

（地方公共団体との連携を含む） 

➢ １施設 

 

（５）地方公共団体からの事例発表    10 分（質疑込み） 

（拠点病院との連携を含む） 

➢ １施設 

 

（６）総合討論（全体を通しての質疑含む）  40 分 

１．肝炎ウイルス検査の受検促進からフォローアップまでの支援体制の推進 

２．肝臓専門医の偏在に対する肝炎医療提供体制の強化と持続可能な連携体制の構築 

３．その他（独自の重点的取組等） 

４． 来年度世話人挨拶 

 

３．閉 会 
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③b-2 肝炎対策地域ブロック戦略合同会議のお願い
約50分毎休憩(意見交換)+時間延長＋活動報告時間短縮(拠点病院は自治体と関連性がある内容を)

例年同内容

肝炎室

指標(政策研究)

疫学(政策研究)

拠点

地方公共団体

情報C

拠点病院発表施設 拠点病院発表者 地方公共団体発表施設
地方公共団体

発表者

北海道・

東北
旭川医科大学病院

肝疾患相談支援室長
澤田康司

札幌市保健所感染症
総合対策課  感染症総合対策係

上野　嵩登

九州 琉球大学病院
第一内科・特命講師

前城　達次
熊本県健康福祉部
健康危機管理課

感染症対策班 主事
東坂　咲良

東海北陸 金沢大学医薬保健研究域
医学系消化器内科学    准教授

島上 哲朗
石川県健康福祉部
健康推進課　主事

二木　柊星

中国

四国
高知大学医学部

消化器内科学　病院教授
廣瀬　享

徳島県保健福祉部感染症対策課
健康支援担当　主任

吉次　真優

近畿 京都大学医学部附属病院
消化器内科　講師

髙井　淳
京都市保健福祉局

医療衛生推進室  医療衛生企画課
健康危機対策担当課長

寺山　京美

関東信越 日立総合病院 副院長 鴨志田　敏郎
埼玉県保健医療部　疾病対策課

総務・疾病対策担当
主査

坂田 脩
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１．肝炎ウイルス検査の受検促進からフォローアップまでの支援
体制の推進

住民、職域、妊婦、術前検査等における受検勧奨の取組・陽性判明後の精密検査・
受診につなげる取組および受診率向上の工夫・SVR後の継続follow up率

2 ．肝臓専門医の偏在に対する肝炎医療提供体制の強化と持続可能
な連携体制の構築

拠点病院、専門医療機関、かかりつけ医間の役割分担および連携の実態•  遠隔
医療やICTを活用した診療支援・連携強化の進捗状況•  肝Co配置状況を考慮した
戦略的活用

３．その他（独自の重点的取組等)

◎総合討論テーマ：特記事項がない施設も締切までに返信を

◎ 今年度は活動事例・総合討論は他ブロックもweb視聴可能

③b-3 肝炎対策地域ブロック戦略合同会議のお願い
→参加募集・総合討論テーマは7/27配信予定～(8/21締*）*例年より1週間早

医療関係業者主催・共催の企画の紹介不可

視聴できる日を絞って
選択しましょう
出席者はオンデマンド視聴も可能
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４. 連絡協議会・連絡協議会向け研修会とは
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④-1 拠点病院間連絡協議会・連絡協議会参加者抜け研修会の変遷
144名(各施設2名)は可能です→全施設+事業担当者の会場参加

場所：国立国際医療研究C(新宿)→品川・丸の内
時間：10時～16時(8h)→13時～16時(約3h)
休憩：1h昼食有→５分→15分(ドリンクバー→

  意見交換を考慮）
形式：会場→オンデマンド→ハイブリッド
座席：ブロック毎に前方→後方へ移動
対象：会場→事業担当者医師 web→事務担当

者・名簿以外の相談支援センター関係者

2017～2020(social distance無 140名参加) 2021～2023(100名以内・ 横長）

2024～大ホールへ

2025～クールビズ可能
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④-2 拠点病院間連絡協議会・研修会の参加状況
コロナ前140名⇒ハイブリッド200名 目標：全施設事業担当医師の会場参加＋事務担当者参加

R1-1 R1-2 R2-1 R2-2 R3-1

現地参加人数 143 149 6

現地参加施設数 71 71

LIVE 44

オンデマンド 218 204 137

〇事業担当者(医師)会場参加無：３施設
南和歌山・獨協・砺波(web参加)

南和歌山/獨協（前回参加)・砺波(5月末新担当者へ)⇒次回は

〇事務担当者参加無：0⇒2施設
茨城医(2回連続直前欠席)・名市 (７月異動⇒連絡無）

R5-1(19)→R5-2(23) →R6-1(7) →R6-2(11) 
R7-1(5)→R7-2(1)

https://dev.kyoten.kanen-soudan.com/login

拠点病院名簿（4名まで登録可能・関係者に転送・纏めを）

・Webで申請可能（2024年8月～）
・固定URLと拠点病院毎にID/PW送付済
・ログインすると担当者・情報Cにmail送信

R4-1 R4-2 R５-1 R5-2 R6-1 R6-2 R7-1 R7-2 R8-1

現地参加人数 30 42 80 94 103 116 120 119 123

現地参加施設数 25 34 57 62 67 71 72 70 70

現地事業担当医師

参加施設数
17 22 48 54 56 66 69 69 69

現地率 16.3% 22.2% 42.8% 49.2% 50.5% 58.6% 57.1% 58.9% 60.0%

総参加人数 184 189 187 191 204 198 210 202 205

*7/21   17時現在

重要：事業・事務担当者の役割
異動決定時に必ず変更・URL/PWの共有を
施設内で担当者に確認・肝疾患センター関係者へ
の情報共有

https://dev.kyoten.kanen-soudan.com/login
https://dev.kyoten.kanen-soudan.com/login
https://dev.kyoten.kanen-soudan.com/login
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出席対象（名簿登録4名 注：対象以外の参加も可能です）
⇒事業担当者(医師or実務担当医師）・事務担当者（病院事務・相談センター事務担当）
拠点病院事業の代表（施設長代理)として登録→参加は病院業務⇒施設長に担当者を共有

お願い
⇒事業(医師）・事務担当者2名で会場参加が理想⇒２名まで交通費支給可能
⇒事業担当医師が参加できない場合を考慮し、実務担当医師を事業担当者として登録
⇒事務担当者：会議出席者管理・情報共有・異動時変更届・予算関係窓口・協議会参加

⇒施設長（院長・理事長）
代理です(所属部長推薦
許可ではありません）

④-4 拠点病院間連絡協議会・研修会について(基本)
施設長の推薦（代理）者が参加⇒事業・事務担当者の再構成＋病院内認知向上を

相談支援センターの共有会議は3月開催の
研修会→メディカルスタッフの会場参加

はこちらへ・・
・事業担当者は実質拠点病院代表者

・メディカルスタッフが事業担当者登録の場合
十分はサポート体制を
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④-3 拠点病院間連絡協議会・研修会について(基本)
事業担当者・事務担当者の認知度調査⇒3年前より向上確認(事業担当者の認識改善)

R８年 協議会事前アンケート： 拠点病院担当者（自分の役割）について

・事業担当者が施設長と回答：２名（岐阜大 清水先生＝病院長のみ）
・事業・事務担当者が担当者以外と回答：２1名（→事業担当者６名)

・名簿外なのに事業・事務担当者と回答：６名（事業担当者１名）        認知度：86％

R5年 協議会事前アンケート： 拠点病院担当者（自分の役割）について

・事業担当者が施設長と回答：19名
・事業・事務担当者が担当者以外と回答：14名（ →事業担当者11名)

・名簿外なのに事業・事務担当者と回答：12名（ →事業担当者12名）
・事務担当者が事業担当者と回答：４名   認知度：74％

改めて役割確認
異動時、新規担当者に継承ください
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5. 事業・事務担当者・参加者へのお願い

〇相談支援システム
・5a活動報告
・5bシステムユーザー管理
・5c相談件数入力と今後
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⑤a-1 参加者へ改めてのお願い
相談支援システム：活動報告

R2年度 59施設
R3年度 44施設（1施設はHP/FBのみ）
R4年度 56施設 （2施設はFB共有のみ）
R5年度 68施設 
R6年度 71施設（1施設はHP/FBのみ）
R7年度 72施設
→R8年度 40(昨年は42)施設報告
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⑤a-2 参加者へ改めてのお願い
相談支援システム：活動報告

投稿事例を翌日AM8:30
に配信

〇202１年度～月平均のアクセス・ユーザー数の推移（赤 低値 青 高値）
⇒ログイン・活動報告閲覧施設・ユーザー数・アクション数が上昇

〇2023～投稿画像を記録集にして配布
⇒システム内からPDFでDL可能

〇投稿回数・閲覧数・参考数からベスト投稿施設を決定 同日3施設数以上は閲覧低下
ユーザー  閲覧

5/20 4施設 5/21 １施設
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⑤a-3 参加者へ改めてのお願い
相談支援システム：活動報告→情報Cホームページにも転載し全国へ
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⑤b-1 事業/事務担当者へ改めてのお願い
相談支援システム管理(拠点病院事業・事務担当者と異なる場合有→確認を)

システム責任者（多くは事業担当者）→ログインされないかたも→管理者（代理）設定
システム管理者と拠点病院事務担当者は異なります！！ユーザー変更等は責任者・管理者のみ

*個別で管理
→共有mail addressは登録禁
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⑤b-2 事業/事務担当者へ改めてのお願い
相談支援システム管理(システム内で変更可能⇒責任者・管理者のみ)

①ユーザー変更はシステム内から可能

システム内にマニュアル動画掲載

②運営管理係（問い合わせ先）は
情報Cではありません！

kanen-soudan@datalake-sys.co.jp
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⑤c-1 事業/事務担当者・システム責任・管理者へ改めてのお願い
相談支援システム：相談件数入力 減少数低下も登録数は2曲化＋近畿ブロック登録数減

2019年度：11  2020年度：14 2021年度：15 2022年度：21 2023年度：25 2024年度：26
2025年度：24  2026年度：22（横市・三重→６年連続25件未満から上昇→感謝です）

参考 25件未満 22施設（）内は今年度件数 *近畿９施設
7年連続：福島10 横医0 大津3 大阪2 南和歌山11 高知4 6年連続：山形7 自治5 宮崎1
5年連続：京府5 4年連続：秋田21 市秋0 信州14 聖マリ２ 新潟１２ 近畿３ 神戸４
3年連続：藤田15 大公15 兵庫24 2年連続：無(獨協・滋賀再開に感謝です）今年度：京都11 琉球14

2025年度11204
（前年比:530減)

相談件数が25件（月2件相談対応無）未満 年度 施設数：



鳥取大学医学部附属病院 ※公開事例活用指数=(公開数)x3+(表示回数)

↑施設を選択 実数 スコア（0～1） 緑:Good  赤:Poor

時期
1. 相談

件数

2. 平均

自由記

述文字

数

3. 平均

未入力

項目数

／

2022以

降は公

開事例

活用指

数

4. 入力

までの

平均日

数

5. シス

テム閲

覧ユー

ザー率

1. 相談

件数

2. 平均

自由記

述文字

数

3. 平均

未入力

項目数

／

2022以

降は公

開事例

活用指

数

4. 入力

までの

平均日

数

5. シス

テム閲

覧ユー

ザー率

総合順位/

評価対象

施設数

2020年度 214 182.0 2.0 0.2 14.5% 0.80 0.64 0.33 0.94 0.33 20/57

2021年度 120 280.0 1.6 0.9 41.8% 0.66 0.86 0.37 0.82 0.56 22/56

2022年度 162 247.1 3.9 0.2 66.1% 0.75 0.80 0.68 0.93 0.79 9/51

2023年度 176 308.7 6.0259 0.1 84.9% 0.76 0.91 0.96 0.97 0.92 1/46

2024年度 132 280.5 5.1874 1.5 85.3% 0.68 0.86 0.92 0.77 0.92 6/48

2025年度 184 335.5 6.2166 0.3 88.8% 0.77 0.94 0.98 0.91 0.93 2/50

（参考：全施設中央値） 63 183.6 0.12 7.9 54.2% 0.49 0.51 0.50 0.50 0.50

広島大学病院 ※公開事例活用指数=(公開数)x3+(表示回数)

↑施設を選択 実数 スコア（0～1） 緑:Good  赤:Poor

時期
1. 相談

件数

2. 平均

自由記

述文字

数

3. 平均

未入力

項目数

／

2022以

降は公

開事例

活用指

数

4. 入力

までの

平均日

数

5. シス

テム閲

覧ユー

ザー率

1. 相談

件数

2. 平均

自由記

述文字

数

3. 平均

未入力

項目数

／

2022以

降は公

開事例

活用指

数

4. 入力

までの

平均日

数

5. シス

テム閲

覧ユー

ザー率

総合順位/

評価対象

施設数

2020年度 1501 146.5 0.2 21.0 30.0% 0.98 0.55 0.60 0.54 0.45 19/57

2021年度 1889 239.5 0.0 5.7 77.2% 0.99 0.78 0.89 0.67 0.88 1/56

2022年度 1767 316.2 6.7 2.0 71.0% 0.99 0.92 1.00 0.75 0.83 1/51

2023年度 1544 360.3 7.7634 9.7 78.5% 0.98 0.96 1.00 0.63 0.88 2/46

2024年度 1084 269.1 6.1092 2.4 94.3% 0.98 0.84 0.98 0.75 0.96 1/48

2025年度 1364 315.3 5.7621 0.4 88.9% 0.98 0.91 0.95 0.90 0.93 1/50

（参考：全施設中央値） 63 183.6 0.12 7.9 54.2% 0.49 0.51 0.50 0.50 0.50

島根大学医学部附属病院 ※公開事例活用指数=(公開数)x3+(表示回数)

↑施設を選択 実数 スコア（0～1） 緑:Good  赤:Poor

時期
1. 相談

件数

2. 平均

自由記

述文字

数

3. 平均

未入力

項目数

／

2022以

降は公

開事例

活用指

数

4. 入力

までの

平均日

数

5. シス

テム閲

覧ユー

ザー率

1. 相談

件数

2. 平均

自由記

述文字

数

3. 平均

未入力

項目数

／

2022以

降は公

開事例

活用指

数

4. 入力

までの

平均日

数

5. シス

テム閲

覧ユー

ザー率

総合順位/

評価対象

施設数

2020年度 196 105.8 0.5 0.3 47.2% 0.78 0.42 0.50 0.92 0.60 16/57

2021年度 244 196.2 0.1 0.4 70.8% 0.81 0.68 0.65 0.88 0.82 8/56

2022年度 206 179.1 4.0 0.3 86.1% 0.78 0.63 0.70 0.91 0.92 8/51

2023年度 208 211.4 5.5491 1.2 97.2% 0.79 0.73 0.95 0.80 0.98 6/46

2024年度 273 214.9 5.8464 -2.1 80.6% 0.82 0.74 0.96 1.00 0.90 2/48

2025年度 209 217.6 6.3421 -3.0 83.3% 0.79 0.74 0.98 1.00 0.89 3/50 35

チヤート
面積2位

鳥取大

チヤート
面積3位

島根大

チヤート
面積1位

広島大

⑤c-2 事業/事務担当者・システム責任・管理者へ改めてのお願い
システム活動使用指標からみた令和6年度優秀施設（ベスト4)

虎の門病院 ※公開事例活用指数=(公開数)x3+(表示回数)

↑施設を選択 実数 スコア（0～1） 緑:Good  赤:Poor

時期
1. 相談

件数

2. 平均

自由記

述文字

数

3. 平均

未入力

項目数

／

2022以

降は公

開事例

活用指

数

4. 入力

までの

平均日

数

5. シス

テム閲

覧ユー

ザー率

1. 相談

件数

2. 平均

自由記

述文字

数

3. 平均

未入力

項目数

／

2022以

降は公

開事例

活用指

数

4. 入力

までの

平均日

数

5. シス

テム閲

覧ユー

ザー率

総合順位/

評価対象

施設数

2020年度 611 420.6 0.2 13.8 60.0% 0.93 0.99 0.61 0.60 0.73 3/57

2021年度 858 371.2 0.1 35.2 86.7% 0.95 0.97 0.69 0.48 0.93 4/56

2022年度 1019 321.7 6.1 55.1 83.3% 0.97 0.93 0.98 0.42 0.91 4/51

2023年度 900 383.1 6.5177 44.9 100.0% 0.96 0.98 0.99 0.44 1.00 4/46

2024年度 975 377.7 6.0936 72.7 100.0% 0.97 0.97 0.97 0.39 1.00 4/48

2025年度 900 387.4 5.9839 29.8 100.0% 0.96 0.98 0.96 0.50 1.00 4/50

チヤート
面積4位

虎の門

300件↑
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⑤c-3 事業/事務担当者・システム責任・管理者へ改めてのお願い
相談体制を「なぜ」向上させないといけないのか？

・肝炎患者等の相談対応を充実させることは肝炎対策基本指針に基づく
・肝疾患相談・支援センター運営費用（国と都道府県)＋情報Cシステム運用費用（国）

↓

拠点病院→相談機能体制を維持・向上
情報センター→相談に対する回答の（質の）均てん化

が求められる
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⑤c-4 事業/事務担当者・システム責任・管理者へ改めてのお願い
相談対応の均てん化促進を目指して→１公開事例（回答者が他ユーザーにも共有したい質問を投稿）

2600件以上
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⑤c-4 事業/事務担当者・システム責任・管理者へ改めてのお願い
相談対応の均てん化促進を目指して→２模範回答事例とAI検索

八橋　宏 長崎県病院企業団 (国立病院機構長崎医療センター臨床研究センター)

内田　義人 埼玉医科大学病院

米田　正人 横浜市立大学附属病院

興梠 　慧輔 千葉大学医学部附属病院

會田　美恵子 東京医科大学茨城医療センター

橘田　彩 鳥取大学医学部附属病院

橋本　まさみ 社会福祉法人 恩賜財団 福井県済生会病院

立木　佐知子 徳島大学病院

野上　麻子 横浜市立大学附属病院

梅木　みなみ 鹿児島大学病院

R7～

R8～

模範回答事例作成委員会
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⑤c-4 事業/事務担当者・システム責任・管理者へ改めてのお願い
相談対応の均てん化促進を目指して→２模範回答事例とAI検索

2027年度公開予定
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⑤c-5 事業/事務担当者・システム責任・管理者へ改めてのお願い
相談件数が増加しない施設⇒システム内公開事例を参照をして体制を再計画に加えて

Q: 拠点病院全てが相談業務をしないといけないのか？相談支援センターの機能の統合(役割分担）等は？

都道府県ごとに適切な連携体制が構築され、全体として必要な機能が担保されていると
認められる場合には、差し支えないものと考えられる＊補助金等の財政的な取扱いを伴う
ことから、十分に留意しつつ適切に対応いただく必要がある(肝炎対策室回答）
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5. 事業・事務担当者・参加者へ「最後」のお願い

5d  予算（戦略的強化事業費）
と情報Cへの問い合わせ
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⑤d-1 事業/事務担当者へ改めての (最後の）お願い
肝炎情報センター戦略的強化事業費（アンケートでは80%以上が内容把握）

肝疾患診療連携拠点病院の運営予算

・都道府県と国が1:1で支払う（上限1000万/施設）→情報Cの関与なし

・情報C戦略的強化事業費を拠点病院へ委託*（2016～）
⇒約2.4億円

（2016年以降に始まったブロック会議・2023年に開始された肝炎対策に係る意見交換会も本事業に一貫）

平成27年(2015)度6月実施：肝疾患診療連携拠点病院事業に関する行事業公開プロセス→ 業務仕分け

肝疾患診療体制の強化における肝炎情報センターの役割についても大きな見直しが必要→支援・強化
・肝炎情報センターによる拠点病院の支援体制の強化
・地域全体の肝疾患診療ネットワーク強化
・複数のKPI（成果指標）の設定を通じたPDCAサイクル

*拠点病院より要求
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⑤d-2 事業/事務担当者へ改めての (最後の）お願い
肝炎情報センター戦略的強化事業費

・戦略的強化事業費の内訳（拠点病院委託分）
○肝炎専門医療従事者の研修事業(41)
○一般医療従事者の研修事業(40)
○市民公開講座、肝臓病教室の開催(62)
○家族支援講座の開催(17)
○肝炎患者の就労に関する総合支援モデル事業の実施(13)
○肝がん事業促進事業（New)

（）はR５年度委託施設

〇旅費（開始時間午後、会議時間短縮で対応してきましたが）
情報センター主催会議参加としては使用不可⇒肝炎情報Cへ旅券を送付＋２か月後に振込

＋旅費にも源泉徴収用+始発・終電で戻れるなら宿泊不可

今年度から、参加者間で意見交換（全員が発言）することで 専門医療or一般医療従事者の研修事業として
使用可能→積極的な発言と意見交換時間で情報共有が必須→連絡協議会１回２名分X2 肝疾患相談・支
援センター研修会１回1名分X1  スキルアップ研修会1回1名分 計６名分 事前に予算請求

例 肝臓学会主催の市民公開講座開催数減少（隔年）→本事業費を利用して開催可能
 上記に関わるコミュケーションツール作成、講師への謝金も使用可能 注意：人件費使用は次年度予算が確保でない可能性有

成果物（Agenda,
ちらし、動画、参加
人数等）は共有
→HP等で情報発信
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肝炎情報センター戦略的強化事業費作成された資材は掲載→リーフレット・Agenda・HP・動画等作成時 予算名を追記

⑤d-3 事業/事務担当者へ改めての (最後の）お願い
肝炎情報センター戦略的強化事業費の成果物提供と予算使用の明記を

就労支援モデル事業



47

⑤d-4 事業/事務担当者へ改めての (最後の）お願い
肝炎情報センターへの問い合わせ担当(mail→電話はできるだけ９時～16時)

情報C戦略的強化事業費等の予算執行→ 中上・西村

情報センター関連会議の出席・会議内容→ 宮永・小山（情報C事務局)
（＋拠点病院名簿含）

ホームページ掲載内容(リンク・資料提供・FB共有)→魚住(お問い合わせフォーム）

相談支援システム→システム管理・運用担当係(外部) kanen-soudan@datalake-sys.co.jp

協議会・ブロック会議終了後アンケート→回収事務局(外部) kanen@japan9.com

*情報センター独自で啓発資材を作成してはいません→ホームページに掲載されている成果物であれば、
お問い合わせフォームから連絡頂き、担当者をご紹介or担当者から折り返し返信します

mailto:kanen-soudan@datalake-sys.co.jp
mailto:kanen-soudan@datalake-sys.co.jp
mailto:kanen-soudan@datalake-sys.co.jp
mailto:kanen-soudan@datalake-sys.co.jp
mailto:kanen-soudan@datalake-sys.co.jp
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